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① SPCの概要 



 

競技スポーツ 
（シニア） 

中・高等学校 
競技スポーツ世代 

（ジュニア） 

小学校・中学校 
健康運動・スポーツ世代 

（ユース） 

シェムリアップ州 
スポーツ局 





途上国も先進国に協力する⇒ 国際相互協力 

国際協力＝先進国⇒途上国 



•活動場所：小・中・高等学校、教員養成学校、職業訓練校 

•滞在期間：毎年２月～3月（10日間～2週間） 

•参加費用：20万円前後（学生：自己負担） 

•参加人数：数名～二十数名（教員２～３名同行） 

•活動内容：スポーツの指導 

      スポーツ交流戦 

   スポーツ指導書の作成 

   運動会（2009～） 

   体育教育教材の作成 

      中古のボール・シューズ等の寄付 

      スポーツ設備の設置・修繕 

SPCの概要（2006年～） 

科目名称：スポーツデザイン実習（集中授業:２単位） 



国際社会（途上国）における活動の特徴 
 

・文化的背景の違い（言語、歴史、習慣・・・） 
 

・環境の違い（学校、スポーツ、気候・・・） 
 

・現地の期待感の違い（何を～くれるのか・・・） 

⇒ 自己コントロール 
日本とは異なる環境 
予測しがたい不安 

スポーツ活動を国際社会（途上国）でおこなう意味 

日本とは異なるストレスやプレッシャー 



○途上国支援、カンボジアの理解 
 

○スポーツ指導・交流、運動会の企画、立案 
 

○途上国に残していく教材の作成（ものづくり） 
 

○途上国における運動会・スポーツの実践活動 
 
 

 
目標・目的に向けた準備と、それを実践する能力を知る 
 

国内外で他人とのコミュニケーションを図る能力を知る 
 

日本とは異なる環境下での自己コントロール能力を知る 

授業のねらい 

国際社会やスポーツ領域における、これまでに学生達が
学び、培ってきた総合的な能力を発揮するための機会。 

身に付ける能力 



誰のために 
 

何をしたいのか 
 

そのために 
 

自分がどうあるべきか 

「どんな自分になりたいの？」 

（SPCの目標） 
 

 スポーツ活動：スポーツ振興への寄与 
 

 運動会の開催：体育の授業定着に向けた活動 



渉外部 体育・スポーツ部 情報広報部 総務部 

SPCの体制 

SPC統括の役割 
 

 ○リーダー 
 

 ○サブリーダー 
 （前年度リーダー） 
 

 ○会計 

SPCの部署別役割 

 指導教員 



SPCと関連授業 

スポーツマネージメント 
スポーツコーチング論 
レクリエーション概論 

現代社会（国際社会） 
国際社会とスポーツ 

情報機器演習 
スポーツ情報活用論 関連した授業 

スポーツデザイン実習 

教職科目 



渉外部 
 

・旅程関係 
  航空券購入、ホテル予約、バス予約、社会見学、保険、ビザ、 
 

・寄付、支援関係 
  ワンコイン募金、寄付金活動 
  スポンサー（モルテン、セノー、大塚製薬、吉野家、NIKE） 
  中古スポーツ用具、備品作成（小学校、母校、周辺校） 
 

・Tシャツ、キャップ 



SPC 

スポンサー 

小・中学校 
高等学校 

千葉市少年自然の家 
秋のワイワイフェスティバル 

（卒業生・協力隊OV） 

家族・親戚 
友人・同窓生 

大学教職員 
部活動・同好会 

旅行会社 
Tシャツ会社 
（SPC卒業生） 

国内における連携・支援体制 





体育・スポーツ部 
 

・企画関係 
  運動会、スポーツ指導（バスケ、バレー、サッカー）、スポーツ交流 
 

・教材作成関係 
  印刷物（体育指導書、スポーツ指導書、運動会マニュアル） 
  動画（バスケ・バレー・サッカーの指導、体育教材） 



スポーツ指導や体育・運動会の教材（冊子）作成 



教材の動画（DVD）作成 

Volley.mpg


情報・広報部 
 

・SNS管理関係 
  ホームページ、ブログ、FaceBook、YouTube、Twitter 
  動画データのHP、Blog、FB、YouTubeへアップロード 
  動画データのDVD化 
 

・ポスター・チラシ作成関係 
  募金、協力者募集、中古スポーツ用具募集 
   







総務部 
 
・危機管理  ・物品購入   ・しおり 
  

・お土産   ・日程の調整  ・クメール語 
 

その他．．． 



② 教材の作成 

・スポーツ技術指導書 
 
・運動会運営マニュアル 
 
・スポーツ指導の動画 



カンボジアのスポーツ環境 

〇スポーツ用具・設備 

〇スポーツの関連書籍 

種類は少ないが、販売されている 

品質は劣るが、現地で製作できる 

スポーツ関連書籍が販売されていない 

教育省やNGOが作成した指導書 

質に拘らなければ現地の物で十分 

手軽に手に入らない 



スポーツ指導に関わる問題点 

〇生徒 
  スポーツ番組の影響が強い 

  見様見真似の技術（技術は上手いが試合で使えない） 

スポーツ教材が必要 

〇指導者 
  主な情報収集源はスポーツ番組 

  練習のバリエーションが少ない（ゲーム中心） 

 日本で市販されているスポーツ指導書 

  問題点：値段が高価・説明が日本語・著作権（コピー配布） 

ならば自分達で作ってしまえ!! 



絵
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スポーツ教材（指導書）製作の流れ 



スポーツ教材としての汎用性 

エクセルやワードを使用することで、英語部分を
カンボジア語に翻訳し汎用性をもたせる 



企画・検討 

撮影本番 

編集・完成 

動画サイトへ 
リハ・修正 

អប់រំកាយ និង កីឡា បឋមសិក្សា ថ្នាក់ទី៤ លែ្បងជញ្ផូនបាល់រត់បណ្តាក់ប្រេីកាសែត.wmv






大学の授業でスポーツ教材を作成する利点 

過去に行った活動・情報の蓄積 指導や教材の改定 

印刷等の必要経費は授業予算 ＆ 輸送費は渡航時に学生が持参 

大学の授業 

体育系大学の利点 

専門種目教員の協力 
競技力のある学生が被写体 
必要な施設・設備や機材 

内容が充実した指導書 

協力者全員の許可を得て著作権を放棄  汎用性の期待 

著作権フリー 
＝

 

現地での自分たちの活動の準備 



③ 現地での活動 

・スポーツ指導 
 
・運動会の開催 

（ハプニング・問題への対応編） 



スポーツ活動の目標 
・できないことを、できるようにする 
・スポーツ振興、競技スポーツの活性化 

運動会の目標 
・色々な運動の楽しさを知る 
・運動会から体育の授業へ 





活動を予定していた小学校へ下見に行くと 





残念だけど中止 



生徒達の足元は・・・ 





バスケットボールコートに牛 



地方の村の小学校に行くと 







3年生が8歳とは限らない 





バレーボールコートを作る 



メジャーだけで直角を作る 



現地の食事が合わないと 





嬉しかったできごと 



教員養成学校の生徒たちが 



2009年 

2013年 
2015年 





以前、指導した生徒が 



中学校でコーチに 



アンコール高校サッカーチームが州大会 ２位 



やりたいこと 

やるべきこと やれること 

与えられた課題
や問題の解決 

現在の自分の
能力の限界 

意思と想像力
（創造力） 

自分を見つめる部分 

学生のキャリアの獲得 

自分の外側の社会 
 

メンバーとの連携 
 

OB・OG 
 

小中高等学校 
 

千葉市少年自然の家 
 

スポンサー 
 

カンボジアの生徒 

接点が 

小さい 

活動開始直後 

SPC活動の全体 



やりたいこと 

やるべきこと やれること 

途上国に貢献
する使命感 

自分の能力 
挑戦と努力 

新しい 
意思と創造 

キャリア 
 

・使命感、責任感 
・やり甲斐や充実感 
・自信や成長 

自分の外側の社会 
 

メンバーとの連携 
 

OB・OG 
 

小中高等学校 
 

千葉市少年自然の家 
 

スポンサー 
 

カンボジアの生徒 

自分を見つめる部分 

接点が 
拡がる 

活動中・活動後 

自分の能力を活かせる＝キャリアの獲得 



やりたいこと 

やるべきこと やれること 
最低限の活動
に従事する 

自分の能力 
限界の設定 

個人の都合を 
優先する 

自分を客観視できない 

活動中・活動後 

自分の壁を打ち破れない≠キャリアの獲得 

利己的な活動に向かう学生 
 

（原因） 
・思っていた活動と違った 
・やりたい事が見つからない 

SPCへの貢献↓ 

他の学生が穴埋め 
 

（効果） 
・理不尽を学ぶ 
・予定外のことに挑戦 

ネガティブな主体性の芽生え 



国際協力における 
スポーツを通した教育について 

体育学 ⇒ 人の心と社会を豊かにする 

キャリアの獲得 
 

・使命感、責任感   ・企画・運営 
・やり甲斐や充実感  ・教材づくり 
・自信や成長     ・コミュニケーション 
 

なりたい自分を目指し、自分自身を知る 

国際社会におけるスポーツ活動の経験を通して 

そんな活動に貢献する人材の育成 

国際武道大学のキャッチフレーズ 

SPC2015運動会短編.mov


ご清聴ありがとうございました 


